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六
月
十
四
日
（
日
）
、
東
京
都
内
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
三
十

二
回
全
日
教
連
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
国
か
ら
約
二
百
名
が
集
い
、
島
教
協
か
ら
は
、

吉
田
会
長
、
曽
田
事
務
局
長
、
田
中
事
務
局
次
長
の

三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
来
賓
に
は
、
赤
池
誠
章
文

部
科
学
大
臣
政
務
官
、
有
村
治
子
国
務
大
臣
を
は

じ
め
、
多
数
の
国
会
議
員
、
関
係
各
位
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。 

  

岩
野
委
員
長
か
ら
は
、「
様
々
な
教
育
課
題
が
山

積
す
る
今
、
教
育
は
改
革
の
う
ね
り
の
只
中
に
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
財
務
省
は
十
年
間
で
約
四
万

二
千
人
の
教
職
員
を
削
減
す
る
方
針
を
出
し
た
。

こ
れ
は
決
し
て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国

づ
く
り
は
人
づ
く
り
で
あ
り
、
教
育
は
国
の
根
幹

を
形
成
す
る
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
こ
の
教
育
改

革
の
最
前
線
に
い
る
の
は
我
々
教
職
員
で
あ
る
。
我
々
は
何
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

い
る
の
か
。
そ
れ
は
子
ど
も
達
の
た
め
で
あ
る
。
未
来
の
素
晴
ら
し
い
日
本
の
国
を
つ

く
っ
て
い
く
の
は
そ
の
子
ど
も
達
で
あ
る
。
子
ど
も
達
が
胸
を
張
っ
て
誇
り
を
も
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
豊
か
な
人
生
を
送
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
我
々
教
職
員
の
存
在
の
根
本
で
あ
る
。
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。 

  

会
員
か
ら
は
、
定
数
改
善
の
要
望
に
つ
い
て
の
全
日
教
連
の
取
組
や
道
徳
の
教
科

化
に
つ
い
て
の
全
日
教
連
の
考
え
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
質
問
が
出
さ

れ
、
慎
重
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

定
期
大
会
で
は
、
『
国
民
の
負
託
に
応
え
る
教
育
』
を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
、
四

項
目
の
運
動
方
針
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

【 

運
動
方
針 

】 

 
 
 
 

Ⅰ
 

質
の
高
い
教
育
を
提
供
す
る
研
修
の
充
実 

 
 

 
 

Ⅱ
 

活
力
あ
る
教
育
環
境
の
整
備 

 
 

 
 

Ⅲ
 

子
供
を
取
り
巻
く
環
境
の
改
善 

 
 

 
 

Ⅳ
 

組
織
の
強
化
・
拡
大 

 

六
月
二
十
七
日
（
土
）
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
で
、
第
二
回
島
教

協
執
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
主
な
議
題
は
、
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
、
県
教
委
交
渉
の
重
点
項
目
の
検
討
等
に
関
す
る
こ

と
で
し
た
。 

 

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
出
教
協
調
査
部
と
の
合
同
で

実
施
し
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
今
秋
に
予
定

し
て
い
る
島
根
県
教
育
委
員
会
交
渉
・
出
雲
市
教
育
委
員
会
交
渉

に
対
し
て
、
貴
重
な
意
見
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
例
年
通

り
勤
務
校
で
の
状
況
調
査
に
加
え
、
教
員
の
多
忙
化
に
つ
い
て

も
、
再
び
調
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
多
忙
感
を
現
場
で
実
感

し
て
い
る
教
員
の
意
見
は
と
て
も
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
教
員
だ
け
で
な
く
、
幼
稚
園
教
員
に
つ
い
て
も
同

様
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
近
年
、
文
部
科
学
省
も
都
道
府
県
も

市
町
村
も
、
教
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
効
果
を
感
じ

る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
集
計
分

析
か
ら
、
県
教
委
・
市
教
委
交
渉
の
重
点
項
目
を
検
討
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。 

 

「
子
ど
も
」
の
表
記
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
た
。
島
教
協
は

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、
「
す
べ
て
は
『
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
』
」
と

し
、
「
子
ど
も
」
と
表
記
し
て
き
ま
し
た
。
「
子
供
・
子
ど
も
・

こ
ど
も
」
と
い
う
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
表
記
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
文
部
科
学
省
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
に
省
内
の
公
用
文
の

表
記
を
「
子
供
」
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
交
ぜ
書
き
で
は
な
く
常

用
漢
字
で
あ
る
「
子
供
」
を
使
う
の
が
原

則
で
す
が
、
「
供
」
と
い
う
字
が
「
お
供

す
る
」
等
を
連
想
さ
せ
、
差
別
的
な
印
象

を
与
え
る
と
い
う
理
由
か
ら
「
子
ど
も
」

の
表
記
が
多
用
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

全
日
教
連
及
び
単
位
団
体
の
多
く
は
、

「
子
供
」
と
表
記
を
し
て
い
ま
す
。 

 

島
教
協
は
県
内
の
情
勢
等
を
検
討
し
た

結
果
、
こ
れ
ま
で
通
り
「
子
ど
も
」
と
表

記
し
て
い
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。 
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○
「
英
語
教
育
改
革
の
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
２
０
２
０
を
目
指
し
て
」 

 

文
部
科
学
省
は
、
六
月
五
日
「
生
徒
の
英
語
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
公
表
し
た
。
改
革
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、 

・
生
徒
の
着
実
な
英
語
力
向
上
を
目
指
し
、
国
及
び
県
で
明
確
な
達
成
目
標

（
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
２
０
２
０
（
平
成
３
２
年
度
）
を
設
定 

・
そ
の
達
成
状
況
を
毎
年
公
表
し
て
、
計
画
的
に
改
善
を
推
進 

①
生
徒
の
英
語
力
に
係
る
国
の
目
標
を
踏
ま
え
た
都
道
府
県
ご
と
の
目
標
設 

 

定
・
公
表
（
２
０
１
５
年
度
末
を
目
途
）
を
要
請 

 

→
都
道
府
県
ご
と
に
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
「
英
語
教
育
改
善
プ
ラ 

 
 

ン
」
を
策
定
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
改
善
の
サ
イ
ク
ル
を
構
築 

②
「
英
語
教
育
実
施
状
況
調
査
」
に
基
づ
く
都
道
府
県
別
の
生
徒
の
英
語
力 

 

の
結
果
の
公
表
を
２
０
１
６
年
度
か
ら
実
施 

③
国
が
新
た
に
行
う
、
よ
り
客
観
的
な
生
徒
の
英
語
力
調
査
に
よ
る
把
握
・ 

 

分
析 

 

→
国
と
し
て
義
務
教
育
段
階
の
中
学
生
の
英
語
４
技
能
（
聞
く
・
話
す
・ 

 
 

読
む
・
書
く
）
を
測
定
す
る
「
全
国
的
な
学
力
調
査
」
を
検
討
・
実
施 

④
英
語
力
評
価
及
び
入
学
者
選
抜
い
お
け
る
英
語
４
技
能
を
測
定
す
る
民
間 

 

の
資
格
・
検
定
試
験
の
活
用
を
、
引
き
続
き
促
進 

○
「
英
語
力
高
い
教
員
の
割
合
は
、
中
学
２
８
％ 

高
校
５
５
％
」 

 

英
検
準
一
級
な
ど
一
定
以
上
の
英
語
力
を
持
つ
英
語
教
員
の
割
合
は
、
昨

年
１
２
月
時
点
で
、
公
立
中
学
校
２
８
・
８
％
、
公
立
高
校
で
５
５
・
４
％

だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
前
年
比
で
微
増
し
た
も
の
の
、
国
が
掲
げ
る
目
標
に
は

遠
い
状
況
だ
。
（
五
月
二
十
六
日
朝
日
新
聞
よ
り
） 

○
「
中
卒
時 

英
検
３
級
レ
ベ
ル
に
」 

 

文
部
科
学
省
は
五
日
、
す
べ
て
の
中
学
三
年
生
を
対
象
に
し
た
英
語
の
新

テ
ス
ト
を
２
０
１
９
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
を
柱
と
し
た
英
語
力
向
上
の

た
め
の
プ
ラ
ン
を
公
表
し
た
。
全
国
学
力
テ
ス
ト
で
は
英
語
は
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
中
学
生
全
員
が
対
象
の
英
語
の
学
力
テ
ス
ト
は
初
め
て
と
な
る
。
政

府
は
、
２
０
１
３
年
、
中
卒
段
階
で
「
英
検
３
級
程
度
以
上
」
、
高
卒
段
階

で
は
「
英
検
準
２
級
～
２
級
程
度
」
の
割
合
を
、
２
０
１
７
年
度
ま
で
に
５

０
％
と
す
る
目
標
を
閣
議
決
定
。
文
科
省
は
今
回
、
こ
の
目
標
を
２
０
２
２

年
度
ま
で
に
６
０
％
、
２
０
２
４
年
度
ま
で
に
７
０
％
と
す
る
方
針
も
明
ら

か
に
し
た
。
（
六
月
六
日
読
売
新
聞
よ
り
） 


